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令和２年度 文化庁 国際文化芸術発信拠点形成事業

フェスティバル/トーキョー20は東京芸術祭2020の一環として開催いたします 

本プログラムへのアンケートに

ご協力をお願いします。

アンケートフォームはこちら→



──Zoomのようなサービスを使う場合は作品をつくる

ときの考え方も変わりそうですね。

──メディアという点では、2.5次元の舞台は映像が多

様されますよね。その場合はまた舞台美術の考え方も

変わるものなんでしょうか。

──テクノロジーの発展と舞台美術はつながっている、

と。

──杉山さんは舞台美術を考えるうえで「景」という概

念も重視されていると伺いました。それも大学での経験

が関係しているのでしょうか。

──セノグラフィーや景を意識するようになったこと

で、実際の制作も変わりましたか。

──舞台芸術は劇場の中だけではなくて社会へと広

がっていくものだということでしょうか。

──杉山さんにとっては最初から舞台美術というよりセ

ノグラフィーの意識があった、と。

──杉山さんはかねてより「舞台美術」だけでなく「セノ

グラフィー」という言葉を使われていますよね。「セノ派」

もこの言葉からとられています。いつ頃からセノグラ

フィーという概念を意識されたんでしょうか。

──舞台美術自体には、すでに当時から携わられてい

たということですね。

――

──昨年F/Tでセノ派のみなさんが発表された「移動

祝祭商店街」は、まさにセノグラフィーを劇場ではなく

街の中に広げていくようなものだったと思います。

──なぜ「まぼろし」なんでしょうか。

──言われてみると、舞台芸術は何もないところにまぼ

ろしの景を立ち上げるようなものでもありますね。

──まぼろし編のなかで杉山さんは「その旅の旅の旅」

というプロジェクトを担当されていますが、なぜ「旅」に

着目されたんですか。

──一人ひとりが街に出て景を見出していくような作品

になるわけですね。
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